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＜連絡事項＞
・本日に第2回院内研修(2回目)があります。
　各自WIZ掲示板にて詳細を確認し、参加するようにしましょう。
＜患者様連絡事項＞
・市川　トミ様～臨時薬本日分で処方切れあり、主治医へ報告し、同内容で7日分処方。
・佐々木　鶴蔵様～臨時薬本日分で処方切れあり、主治医へ報告し、同内容で7日分処方。
・蕨　真理様～男性スタッフ1名付き添いにて自宅の衣類整理等目的に9:30より外出に行かれている。
・飯田　修子様～本日9:30～16(日)16:00迄外泊に行かれている。不穏時の頓服薬もリスペリドン1回分・レボトミン2回分持参している。
・澤村　彬様～本日11:30～15(土)10:30迄外泊に行かれている。
・木村　美智子様～入浴スタッフより情報提供。右外踝部・左膝内側の腫脹(一部は内出血)・疼痛あり、本人も歩行は可能だが疼痛の為か、立ち上がりの頻度が少ないとの事。主治医へ情報提供の上、検査スタッフへ連絡。レントゲン施行となっている。又、最終排尿が昨日23:00で以降排尿無く、腹部膨満あり、主治医が午後より不在の為、田名部Drへ指示受け行い、導尿の指示あり、施行。排尿1000ml確認している。上記のレントゲンについても撮影後、田名部Drへ確認して頂いているが、骨折所見無く、経過観察の指示あり。

・山地　壽治子様～不穏時リスペリドン内用液(1)1Pが残数無い為、主治医より10回分処方して頂いている。
・猪石　和宏様～SWへ久慈保健所のヌカモリ様より電話あり。6/11に入院となった経緯や本人様の状態について確認がある。退院後は町保健センターの保健師とも連絡をとって訪問看護を考えていきたいとのことで、退院の目途がたち次第ヌカモリ様へ連絡する事としている。又、入院後の採血結果きており、主治医へ確認して頂いている。CK高値あるが、入院の経過を踏まえ、経過観察の指示あり。
・坂本　富也様～主治医より本日分の抗生剤の点滴(セフトリアキソン2V+生食100ml)は中止の指示あり。又、明日から点滴は3本/日→2本/日へ変更となる。又、17(月)に朝食前採血(院内セット3・至急FAX)の指示あり。
・倉橋　生子様～青風荘スタッフの小坂氏来院され、本人と面会している。面会時にはラジオ・カセット等青風荘に置いてある本人の荷物について持ってきてほしいとの訴えがあったとの事で病棟へ持ってきて頂き、スタッフ側で荷物を確認後、本人にお渡しする事、又、ポリデントについては持参後に詰所で管理し、就床前に1個お渡しする事とする。

・飯岡　未来様～本日14:20療養環境変更目的にて東Bユニット1号室→西Bユニット27号室へ転出となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。深夜帯より特定男性患者様との口論見られており、日勤帯11:30にも他の男性患者様を叩いたとの事でトラブルになりかける事あり、都度制止・介入要している。介入にて以後大きなトラブルには至らず。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。午前1時間の開放観察実施。ドア蹴り・奇声あるが、過度とはならず。本日11:30より体験外泊に行かれている。
・見付　幸一様～身体拘束中。バイタル異常・酸素飽和濃度の低下は無い。経管栄養トラブル無く施行。拘束部位の循環障害も無い。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。妄想発言や危険行為は無く、対応も穏やか。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・古里　長太郎様～37.0℃台の発熱続いているが、経管栄養トラブルや嘔気・嘔吐等消化器症状は無い。褥瘡部の処置を実施しているが、新たに左背部にびらんあり、ラップ保護行っている。
・坂本　富也様～今朝覚醒状態悪く、朝食・朝食後薬は時間置いて対応行っている。食事摂取量は1/2～数口と依然として斑が見られている。点滴はトラブル無く施行。バイタル異常・酸素飽和度低下は無い。
・藤井　孝蔵様～昨日37.0～38.0℃台の発熱見られている。今朝5:00で38.0℃だが、本日日勤帯は発熱無く経過。CZ-Hiもむせ込み無く飲用出来ている。
・猪石　和宏様～外部業者が非常灯の点検に来たところ、近づいてきて興奮。声を掛けた女性スタッフにも興奮し、ホールの椅子を持ち上げ男子トイレに向かって椅子を勢いよく投げ飛ばしている。又、診察の際に依頼し忘れた軟膏や点眼液について、来詰し訴えあるが、女性スタッフが説明すると、易怒的となり、詰所のドアを強く閉める等粗暴的な行動見られている。午後には父様面会に来られているが、本人の希望のものが届かなかった事で父様と口論になりかけ、その際に「首吊ってくる。」とトイレ奥の個室へ駆け込む等衝動的な行動も見られ、都度制止・介入要している。介入にも時にまとまりの無い発言聞かれており、表情も硬さあり。
・野田　裕樹様～20時～6時の時間隔離中だったが、精神症状も落ち着いてきている事から、主治医診察にて本日11:00で時間隔離解除となっている。時間隔離解除後、不穏・他者トラブルは無く、ホールにて過ごされている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮澤　涼太様～昨日より20時～6時の時間隔離となっていたが、精神症状落ち着いている事から、主治医診察にて本日11:00で時間隔離解除となっている。時間隔離解除後も落ち着いて日課行っている。不穏・他者トラブルは無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜田名部Dr診察情報＞

・野田　裕樹様～肛門の疼痛訴えあり、ボラザG軟膏7日分処方。又、臨時薬はアロプリノール100㎎・エスタゾラム2㎎が終了、フルニトラゼパム2㎎が追加・他同内容で7日分処方。精神症状も落ち着いてきている為、11:00時間隔離解除となる。

・宮澤　涼太様～臨時薬はファモチジンOD 20㎎・リボトリール0.5㎎が終了・他同内容にて7日分処方。精神症状も落ち着いている為、11:00時間隔離解除となる。
・立花　圭様～臨時薬はフルメジン1㎎終了・オランザピンOD 10→5㎎へ減量、シクレスト10→15㎎へ増量、他同内容で7日分処方。
・澤村　彬様～臨時薬は同内容で7日分処方。
・高柳　和子様～臨時薬はレキサルティ1㎎終了、クエチアピン300→600㎎へ増量、他同内容で7日分処方。
・袴田　将志様～臨時薬はアリピプラゾール6→12㎎へ増量、他同内容で7日分処方。
・丹内　栄子様～臨時薬はクエチアピン200→300㎎へ増量となり、7日分処方(次回より定期入り)。
・小澤　和子様～臨時薬は同内容で7日分処方。
・倉橋　生子様～臨時薬はベロスピロン塩酸塩4㎎　4T→8㎎　2錠(薬物量は同じで規格違い)へ変更・他同内容で7日分処方。
・蕨　真理様～臨時薬はインヴェガ3㎎が終了、オランザピンOD 10→20㎎へ増量、他同内容で7日分処方。
・古里　長太郎様～臨時薬はアスパラカリウム錠300㎎→アスパラカリウム散50％　1gへ変更・他同内容で7日分処方。
・猪石　和宏様～臨時薬はレボトミン50㎎が終了、本日分からフルニトラゼパム2㎎追加となり8日分処方。明日分からゾテピン75㎎追加となり、2日分処方。又、本人希望にてアズノール軟膏1本・スミルスチック1本・AZ点眼液1本処方。不穏時・不眠時のIFオーダー追加・それぞれ3回分ずつ処方。
＜皮膚科診察情報＞
・木村　美智子様～同処置継続。
・藤井　孝蔵様～同処置継続。
・水梨　孝純様～同処置継続。
・見付　幸一様～同処置継続。
・古里　長太郎様～①仙骨部　洗浄後ゲーベンクリーム塗布しガーゼを詰める
②左踵　ゲンタマイシン軟膏+ガーゼ
③右踵、その他新たなる黒色局面　ゲーベンクリーム塗布+ガーゼ
④顔面　エキザルベ
・坂本　富也様～同処置継続。
・高橋　末吉様～プロスタンディン軟膏を使い切ったらアクトシン軟膏塗布+フィルムとする。アクトシン軟膏2本処方。
＜田中Dr診察情報＞
・古里　長太郎様～褥瘡の悪化もあるため確実な体位交換を行っていくようにする。
・坂本　富也様～採血にて肝酵素、胆道系の上昇あり、抗生剤は中止となっている。腹部触診にて疼痛を訴える事はない。
・藤井　孝蔵様～発熱とCRP高値あり。肺炎を疑い、胸部X－Pの施行の指示あり施行するも肺炎所見はないとの事。経過を観察していく。
